
文章力を磨き、
論理的思考力を養う

論文執筆において大切なポイントは、課題論文やデータ・資料の緻密な読解力、与えら
れたテーマの背景知識、答案の全体構成パターン、そして一文単位の日本語の文法的
正確さなど、多岐にわたります。早稲田塾では、受講生一人ひとりの志望大学に照準を
合わせ、過去の出題傾向の分析に始まり、合格レベルにふさわしい答案作成の演習に
至るまで、多様な実戦経験を積み重ねていきます。担当するのは総合型・学校推薦型
選抜特別指導の講師。お互いに顔の見えない通信添削ではなく、また合格のみを目指
す表面的な技術の修得でもない早稲田塾の論文系講座は、あくまでも大学入学後の研究
を視野に入れ、問題の本質を見つめ続けるアカデミックなトレーニングの場です。

高3 オンライン慶應義塾小論文

慶應義塾大学現役合格に向けて、論理的思考力と学問的センスをさらにパワーアップするための講座です。一般選抜(文系全学部)から総合型選抜（SFC・
法学部・文学部）まで対応します。どの選抜方式でも、現代社会の諸問題についての専門知識を前提とした出題が特徴です。福澤諭吉の思想をベースに、
アカデミックな論文の書き方を身につけます。

高2 オンライン慶應義塾小論文

総合型選抜から一般選抜まで、慶應義塾大学で求められる論文力のベースを学びます。選抜に論文のある経済学部、法学部、SFC、文学部の問題を通して、
アカデミックな視点とハイレベルな言語力を養います。

オンライン高2 スタート慶應義塾小論文

これから慶應義塾小論文を受講する高3・2生は、この入門講座の受講が必須。慶應義塾大学の小論文は、現代社会の諸問題についての専門知識を前提
とした出題が特徴です。慶應義塾大学創設者である、福澤諭吉の思想をベースに、アカデミックな論文の書き方を身につけます。

高3

高2 対 面 オンライン実戦小論文

小論文は、やれば必ず差がつきます。実際の入試問題を使って、『書き方の型』を身につけましょう。論文を書くのが苦手な生徒でも、実戦力が養われ、
本番までには苦手意識が解消されるはず。テキストで扱う課題文から知的好奇心が刺激され、学びの質が高まります。

高3

高2 対 面 オンラインスーパーハイレベル論文作法（ろんぶんさっぽう）

ディスカッション主体の授業で「読む・聴く・話す・書く」力を総合的に鍛えます。執筆のみならず、互いの作品を講評しあうディスカッションの場を設
けた「知的格闘技」で、総合型選抜に必要な力を養成。「自己の視点」と「発想力(切り口)」が育まれ、国公立や早慶など最難関大学の選抜に抜群の強み
を発揮します。人文科学・社会科学・自然科学など様々なテーマを題材に高められた教養は、大学生や社会人になってからも通用する、一生役立つ力です。

高3

オンライン頻出！データ・資料読み解き講座

慶應義塾大法学部FIT入試では、過去に1918-1919年「スペイン風邪」のアメリカ4都市での公衆衛生対策と、週ごとの超過死者数（平時以上の死者数）
の資料を読み込み、その衛生対策と効果を求める問題が出題されました。ここ数年で早慶上智を中心に急激に出題が増えているデータ・資料の問題は、
日本語（小論文）・英語に限らず、口頭試問でも出題されています。データ・資料を読み解く力は、 21世紀の高度情報化社会を生き抜く上で必須な力。
そのため、この講座ではデータ・資料を読み解く力と、その背景にある社会的、時事的な教養も同時に身につけます。

高2 高3

全学年 オンライン論文作法（ろんぶんさっぽう）

論文力は能力ではなく、技術。練習すれば誰でも書けるようになります。そして早く始めた人が早くできるようになります。ならば楽しく、早稲田塾
オリジナルの論文作法メソッドで鍛えましょう。執筆・講師からの詳細かつ丁寧な講評・受講生同士のディスカッションを通して、読み手の視点を踏ま
えて書く技術を身につけます。さらに総合型選抜二次試験のディスカッションや面接の表現の素地も鍛錬可能。

対 面

高2 高3 オンライン医学・メディカル系小論文

医学、歯学、薬学、看護、医療、獣医など、すべてのメディカル系学科に対応します。最新の医療ニュースをふんだんに盛り込み、複数の専門のメディ
カル系志望者が異なる視点をかけ合わせながらディスカッション。医療に対する意識を高めあう場が、文章の質も高めます。

オンライン作文から小論文へ

大学入試改革に伴い、総合型・学校推薦型選抜はもちろん、一般選抜でも小論文を課す大学が増えています。この講座は、小論文への苦手意識を克服する
と共に、文章表現力のベースを作ります。早期にコツコツと論文力を積み重ね、論文に必要な知識・文章力・論理的思考力を鍛えていきましょう!

全学年

オンライン理系のためのクリティカルシンキング講座

『クリティカルシンキング』とは、特定の主張や隣論をやみくもに反対したり鵜呑みにしたりせず、根拠に基づいて妥当性を評価し、適切な判断や意思決定につなげ
る思考スキルです。理系大学の総合型選抜では、総合問題や小論文、口頭試問、課題レポートを通じて、こうした科学的素養をもつ受験生が重視されます。本講座では、
(1)観察された現象を説明する仮説を立て、検証する実験をデザインする力、(2)統計データの特性や正しい扱い方を理解する統計リテラシー、(3)疑似科学や研究
不正を見抜く研究倫理を体系的に学びます。これらは、入試対策にとどまらず、大学での学修や研究、そして質の高い探究活動を行う上で不可欠なスキルです。

全学年

論文系講座

高3 オンラインハイレベル実戦小論文

早稲田大学・上智大学をはじめとする難関私大、主要国公立大学における小論文は、難解な文章を読み解く力と、確かな知識をもとに考察し、論理的に
表現する文章力が求められます。また、2025年度入試改革以降一般選抜においてもこれまで以上に文章表現の力は必要不可欠。選び抜かれた課題文か
ら知的好奇心を刺激し、演習を通じて読解力・思考力・表現力のすべてを鍛えます。

対 面
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